























































































































Synaptophisin(-)であった。Ki-67(Mib-1 index)は低く、Leydig cell 
tumor(bening)と確定された。
【細胞学的所見】壊死部を避け、腫瘍辺縁から捺印細胞診標本を作製
した。細胞採取量は多く、血性背景に平面的な配列を呈し胞体は好
酸性で柔らかく脆弱な印象であった。約1/3の症例にみられるReinke
結晶は組織学的検索と同様確認されなかった。核は小型の円～類円
形で異型に乏しく核縁は薄く核クロマチンは繊細で、希に細い核溝
と思われる所見と極少数の核分裂像を認めた。
【まとめ】Leydig細胞腫は組織学的には知られつつあるが、細胞学的
記載は多く無い。本症例を経験し、種々の精巣腫瘍との鑑別には細
胞出現パターン及び詳細な核所見を熟知する事が重要と思われた。
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【はじめに】甲状腺の悪性腫瘍は組織学的には乳頭癌が最も
多く，次いで濾胞癌，髄様癌，未分化癌の順で，稀に扁平
上皮癌，悪性リンパ腫などが見られる．
【症例】70歳代，女性．右頸部の腫大にて当院を受診した．
甲状腺右葉に３cm大の急速に増大する充実性腫瘍を認めた
ため，穿刺吸引細胞診が施行された．抗サイログロブリン
抗体は陽性であった．初診から2ヵ月後，穿刺吸引細胞診に
て幼若リンパ球を認めたため，甲状腺部分切除（生検）術
が施行された．
【穿刺吸引細胞診所見】腫瘍細胞は孤立散在性に出現し，中
～大型でN/C比が高く，大小不同，核の切れ込みや核分裂
像を認めた．また，核小体の腫大と数の増加を認めた．
【組織所見】均一なリンパ球様円形細胞がびまん性に増殖し，
免疫組織化学的検査においてCD20(+)，CD79a(+)であり，び
まん性大細胞B細胞リンパ腫と診断された．
【考察】甲状腺悪性リンパ腫は，橋本病に合併することが多
いといわれている．橋本病の経過中に急激に増大する腫瘍
を認めた場合，本疾患の可能性も考慮して診断することが
必要であると思われた．
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